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　　　  創り続ける
　　　　  　「生まれてきてよかった」

　

本
会
で
は
、
平
成
26
年
度
に
初
め
て
「
飯
豊
町
地
域
福
祉
活

動
計
画
」を
策
定
し
、５
年
目
と
な
っ
た
令
和
元
年
度
末
を
も
っ

て
前
期
計
画
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
度
は
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
地

域
福
祉
に
関
す
る
動
向
を
見
な
が
ら
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、

民
生
委
員
や
行
政
機
関
、
福
祉
関
係
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら

令
和
２
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
を
期
間
と
し
た
新
し
い
計
画
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
具
体
的
な
活
動
方
針
に
つ
い
て
検
討
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
完
成
し
た
「
第
二
次
飯
豊
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
は
、

町
の
「
地
域
福
祉
計
画
」
と
一
体
的
に
策
定
が
行
わ
れ
、
計
画

書
自
体
も
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
構
成
と
し
て
は
、「〝
共
に
生
き
る
〞
を
実
践
し　

信
頼
・
安
心
・
生
き
が
い
の
あ
る
地
域
へ
」
を
基
本
理
念
と
し
、

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
軸
に
4
つ
の
「
基
本
方
針
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
本
方
針
を
柱
と
し
て
、
向
こ
う
５

年
間
に
お
い
て
、特
に
強
化
し
て
取
り
組
む
22
の
テ
ー
マ
を「
強

化
項
目
」
に
位
置
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
号
６
頁
・
７
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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令和２年度　事業計画の概要

　　新しい地域福祉活動計画の普及啓発を通じ、法人内外の
連携を強化し、地域共生社会の基盤づくりに貢献します。

　　介護部門の経営の安定を図るとともに、他の事業所では
応えきれない需要に対応することで、集客力と信頼を高
めます。

　
個
の
安
心
を
高
め
る

1 心配ごと相談事業
2 生活困窮者自立支援事業（自立相談）【受託】
3 福祉更生資金貸付事業・生活福祉資金貸付事業【受託】
4 福祉サービス利用援助事業【受託】
5 デマンド交通事業
6 新　介護福祉移動支援事業【受託】
7 地域介護予防事業・らくらく筋トレ教室事業【受託】
8 安心生きがい訪問事業【受託】
9 新　多分野連携相談体制整備事業【受託】
10 生活困窮者のためのフードサポート事業
11 いのちのバトン設置普及事業【受託】
12 新　単身高齢者等呼び出し装置設置事業
13 経済的支援を必要とする世帯への商品券進呈事業
14 単身高齢者を対象とした歳末見守り訪問事業
15 要保護準要保護認定児童激励支援事業
16 災害救済金交付事業
17 車椅子の貸出事業
18 生活事故防止に向けた啓発

在
宅
で
の
介
護
を
応
援
す
る

1 家族介護支援事業（在宅介護者の集い開催）【受託】
2 指定居宅介護支援事業【介護保険】
3 介護予防支援・介護予防ケアマネジメント【受託】
4 訪問型サービス（独自）【総合事業】
5 指定訪問介護事業【介護保険】
6 訪問自費介護サービス事業【保険外】
7 福祉有償運送サービス事業【保険外】
8 指定居宅介護事業【障害福祉】
9 指定地域密着型通所介護事業【介護保険】
10 通所型サービス（独自）【総合事業】
11 通所型サービスＡ【総合事業】

12 指定認知症対応型通所介護・指定認知症対応型介護予防通所介護事業【介護保険】
13 指定短期入所・介護予防短期入所生活介護事業【介護保険】
14 日中一時支援事業【受託】

支
え
愛
を
広
め
る

1 第2次地域福祉活動計画の推進
2 集落ワークショップ開催
3 生活支援体制整備事業（地域支え合い推進員配置）【受託】
4 単身高齢者のための会食サービス事業
5 ふれあいグラウンドゴルフ大会開催事業
6 小地域見守り活動支援事業
7 ふれあい・いきいきサロン活動育成支援事業
8 おしどり金婚さん記念品贈呈事業
9 社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助
10 新　社会的なつながりが弱い人への参加支援
11 中学校同窓会支援事業
12 認知症カフェ開催事業
13 赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい運動

支
え
手
・
担
い
手
を
育
て
る

1 ボランティア・地域福祉を担う人の活動支援事業
2 災害時支え合いボランティアの構築
3 青少年ボランティア育成・福祉学習の推進
4 ボランティアによる福祉年賀状作成事業
5 地域福祉を担う人材育成事業
6 福祉の仕事に関する情報支援
7 福祉の心推進事業（祖父母への絵手紙コンテスト）
8 レクリエーション用具の貸出事業

信
頼
性
の
高
い
組
織
を
作
る

1 社協広報「しあわせ」発行・ホームページ更新
2 福祉関係団体の育成支援
3 寄付文化の創造
4 職員の人材育成・介護人材の確保促進
5 福祉サービスに関する苦情対応
6 新　社会福祉法人連絡会（仮）の組織化
7 働き方改革の推進
8 経営組織のガバナンスの強化
9 事業運営の透明性向上
10 地域における公益的な取組の推進

■重点目標　　

■事業項目（分野別）

Ⅰ

Ⅲ

　　社会とのつながりが弱い人たちの社会参加を進めるた
め、行政や関係機関との協働によりひきこもり支援など
の新たな課題に積極的に取り組みます。

　　持続発展する法人運営を目指し、福祉・介護人材の「確
保」「育成」「定着」に努めます。

Ⅱ

Ⅳ
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【
新
規
採
用
】

◆
事
務
局
（
総
合
福
祉
管
理
室
）

　

主　

事　
　

相
座　

雄
優

【
異
動
】（　
）内
前
役
職

◆
ふ
れ
あ
い
介
護
支
援
室
　

　

主
査
・
地
域
密
着
型
通
所
介
護
管
理
者

　

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
管
理
者　

　
（
主
査
・
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
管

理
者
）　　　

渡
部
妙
英
子

令和２年度　収支予算の概要
【収入の部】
1. 事業活動による収入 	 	 	 	 	 	 	 	   単位 : 千円

【支出の部】
1. 事業活動による支出 	 	 	 	 	 	 	 	   単位 : 千円

社会福祉事業区分 予 算 額
社会福祉拠点 39,782
法人運営事業 31,100
共同募金配分金事業 3,452
福祉サービス利用援助事業 659
福祉更生資金貸付事業 1,000
基金運営事業 0
介護福祉移動支援事業 3,571

介護拠点 216,791
高齢者介護予防事業 9,381
居宅介護支援事業 22,436
訪問介護事業 20,511
通所介護事業 78,393
短期入所生活介護事業 81,978
生活支援体制整備事業 4,092

公益事業区分 予 算 額
困窮者支援拠点 2,046
自立相談支援事業 2,046

収益事業区分 予 算 額
デマンド交通拠点 26,971
デマンド交通事業 26,971

合　　　計 285,590

2. 施設整備等支出
施設整備等支出 8,388

3. その他の活動支出
その他の活動支出 41,382

4. 予備費支出　　　　　　　　　　　　　　　 　200

【支出合計（１＋２＋３＋４）】　335,560 千円

科　　　目 予 算 額 主　　な　　内　　容
会費収入 3,526 住民会費（1世帯 1,700 円）、賛助会費（関係者、関係団体等）
寄附金収入 100 指定寄附金

経常経費補助金収入 49,796 運営費補助金、デマンド交通事業補助金、共同募金配分金（一般募金及び
歳末たすけあい配分）

受託金収入 7,863 生活困窮者自立支援事業受託金、介護福祉移動支援事業受託金、福祉サー
ビス利用援助事業受託金、生活福祉資金貸付事業受託金　等

貸付事業収入 1,000 福祉更生資金償還金

事業収入 5,562 会食サービス利用料、デマンド交通事業利用料、しあわせ自費サービス利
用料、福祉有償運送利用料、広告料収入　等

介護保険事業収入 198,329 居宅介護料（介護報酬、利用者負担金）、地域密着型介護料（介護報酬、利用者負担金）、居宅介
護支援介護料、介護予防・日常生活支援総合事業、利用者食費・居住費、その他事業受託金等

障害福祉サービス等事業収入 3,066 自立支援給付費収入　等
受取利息配当金収入 32 各基金等預金利子
その他の収入 240 雑収入等

合　　　計 269,514

2. 施設整備等収入
施設整備等収入 5,255 自動火災報知設備等改修事業補助金

3. その他の活動収入
その他の活動収入 60,791 基金積立資産取崩収入、退職給付引当繰入金収入、繰入金収入　等

【収入合計（１＋２＋３）　335,560 千円】

職
員
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

（
４
月
１
日
付
）

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
さ
れ
る
皆
様

か
ら
の
苦
情
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

次
の
通
り
苦
情
相
談
窓
口
を
整
備
し
て
お

り
ま
す
。

　

処
遇
内
容
に
関
す
る
苦
情
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
関
す
る
申
し
立
て
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
苦
情
解
決
責
任
者
を
中
心
に
解

決
、
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
受
付
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
直
接
職
員
に
言
い
難
い
場
合
は
、

第
三
者
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
第
三
者
委
員
】

　
（
任
期
／
令
和
２
年
４
月
１
日
～
２
年
間
）

　

木
村　

勝
男　
七
二

－

二
八
一
九（
萩　

生
）

　

鈴
木　

義
一　
七
五

－

二
五
〇
三（
高　

峰
）

　

渡
部　

順
子　
七
七

－

二
四
六
七（
川
内
戸
）

【
解
決
責
任
者
】　
　
　
　
　
齋
藤　
　

隆

【
受
付
担
当
者
】

介
護
施
設
関
係
（
事
業
所
）
紺
野　

恵
子

地
域
福
祉
関
係
（
事
務
局
）
飯
澤　

成
三

苦
情
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ
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令和元（平成31）年度事業の特徴・決算概要
■事業トピックス

１
■会計概要

貸借対照表の要旨
（令和2年3月31日現在）　　　（単位：円）
科　目 金　額

資
産

流動資産 86,480,334
固定資産 496,547,055
合　計 583,027,389

負
債
及
び
純
資
産

流動負債 19,886,254
固定負債 70,486,830
純資産 492,654,305
　基本金 100,000
　基　金 176,115,720
　国庫補助金等特別積立金 237,552,463
　その他の積立金 1,660,034
次期繰越活動収支差額 77,226,088
　（うち当期活動収支差額） －3,420,290

合　計 583,027,389

事業活動計算書の要旨　（単位：円）
（自　平成31年4月1日　至　令和2年3月31日）　

科　目 金　額
会費収益 3,535,900
寄付金収益 574,788
経常経費補助金収益 47,319,416
受託金収益 4,286,300
事業収益 6,045,350
介護保険事業収益 197,250,183
障害福祉サービス等事業収益 3,284,590
その他の収益 1,040,617
サービス活動外収益 528,017
特別収益 4,104,000
収益合計 267,969,161
人件費 181,298,453
事業費 29,902,365
事務費 48,811,767
共同募金配分金事業費 3,974,468
助成金費用 133,575
負担金費用 69,000
基金組入額 1,837,132
減価償却費 20,994,942
国庫補助金等特別積立金取崩額 －19,782,696
サービス活動外費用 46,445
特別費用 4,104,000
費用合計 271,389,451
当期活動増減差額 －3,420,290

　　　　資金収支計算書の要旨　（単位：円）
（自　平成31年4月1日　至　令和2年3月31日）

収　入 支　出
	事業活動 264,274,661 	事業活動 262,282,492
	施設整備等 4,104,000 	施設整備等 8,009,500
	その他 16,747,667 	その他 8,416,378
合　計 285,126,328 合　計 278,708,370
当期活動収支差額合計 　6,417,958
前期末支払資金残高 当期末支払資金残高

69,162,538 75,580,496
※事業報告および決算の詳細は、本会ホームページからご覧いただけます。

2

3

フリースペース・Yell（エール）がオープン
　30年度共同募金への高額寄附により、事務所入口ロビー内
に、新たに「フリースペース」が整備されました。「エール
を送る」の意味から町内の福祉活動を“応援”できる場として、
愛称を「エール」に決定し、「つながる」を大事に町民の皆
様が気軽に訪れることができる空間を目指していきます。ま
た、認知症カフェや子ども食堂などの多様な交流スペースと
して活用させていただきます。

第２次飯豊町地域福祉活動計画の策定完了
　第１次計画では、飯豊町が地域福祉計画を、本会が地域福
祉活動計画を互いに連携しつつも、各々で策定製本をしてき
ましたが、このたびは両者が意識を共有し一体化して策定に
あたり、計画書も一冊にまとめられました。
　新たに、「“共に生きる”を実践し　信頼・安心・生きがい
のある地域へ」をスローガンに掲げ、地域共生社会の実現に
向けて福祉分野に関連する幅広い「協働」を呼びかけながら
策定が進められました。

集落支援ブックレット
“笑顔咲く 元快集楽”が完成

　自治会未加入やリーダー成り手不足など集落の問題も深刻
化している中で、集落の仲間がお互いの得意(技術や知識)や
苦手(または不安)を共有し合い創りあげてきた素晴らしい取
り組みや、どこでも気軽に取り入れられる活動事例等をブッ
クレットで紹介し、地域全体に標榜することによって、みん
なが輝ける集落づくりを助けるものです。

施設利用者向けの食事提供サービスを見直し
　給食業務委託業者の撤退に伴い、６月から直営による食事
提供サービスに切り替えて実施してきました。調理員の人員
不足を補うための手法として、また、「質」の高い食事サー
ビスを提供する業者から調理品の一部配送を受けながら、利
用者様の満足に加え、安全、安心を実現できる体制づくりを
行いました。

皆様の物心両面にわたるご支援と
ご協力ありがとうございました
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新型コロナウイルス感染症の影響による
休業や失業で、生活資金にお悩みの方へ

　新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、休業や失業等により生活資金でお悩みの方々を対
象とした緊急小口資金等の特例貸付を通常の福祉資金の貸付に加え実施しております。
　また、住居を失う恐れのある方向けの給付金として住居確保給付金の相談にも応じています。

飯豊町社会福祉協議会　☎７２－３３５３
受付時間 8：30 ～17：15　※土日祝日を除く

１ 緊急小口資金特例貸付（貸付）
コロナ禍によって、緊急かつ一時的に生計の維持が困難になり、生活費が必要な場合。

■貸 付 限 度 額　　20万円以内　※条件に該当する世帯の場合
■据置（猶予）期間　　１年以内　　　　■償還（返済）期間　　２年以内
■貸付利子・保証人　　無利子・不要
　※コロナ前とコロナ後の世帯の収入を確認させていただきます。

２ 総合支援資金特例貸付（貸付）
コロナ禍によって、収入の減少や失業等で生活に困窮し日常生活の維持が困難な場合。

■貸付限度月額　　単身世帯：月15万円以内　　２人以上の世帯：月20万円以内
■貸 付 期 間　　原則３ヵ月以内（延長可）　　
■据置（猶予）期間　　１年以内　　　■据置（猶予）期間　　10年以内
■貸付利子・保証人　　無利子・不要
　※失業・離職等の場合、それが確認できる書類が必要です。

３ 住居確保給付金（給付）
収入が減少し家賃の支払いが困難な場合に、家賃相当額を貸主（大家）へ直接支給。

■支給期間　　原則３ヵ月間（最長９ヵ月間）
■支給金額　　世帯人数と収入によって異なる（最大46,000円）
■支給方法　　賃貸住宅の貸主（大家）へ直接振込まれる
■対象要件　　離職・廃業から２年以内または個人の責任・都合によらず給与等
　　　　　　　を得る機会が離職・廃業と同程度まで減少している場合。
　※上記以外にも、預貯金や世帯収入の基準要件があります。（７月20日現在の要件を記載）

４ 緊急生活支援事業（相談＋給付）※飯豊町単独
コロナの影響等によって、緊急的に日常生活の維持が困難となっている場合。

■支援対象　　上記❶～❸の制度利用又は自立相談支援事業による支援を受けている世帯
■支援内容　　生活支援のための相談援助、および町商工会共通商品券を給付
　※対象世帯に50,000円（単身の場合は30,000円）の商工会共通商品券を給付します。
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スローガン “共に生きる”を実践し　信頼・安心・生きがいのある地域へ

◎計画期間
　令和２年度（2020年度）から令和６年度（2024年度）までの５ヶ年

◎推進体制
　基本的に町社協が推進主体となり、地域住民や集落団体をはじめ、民生委員児童委員、地域福祉推進
委員、行政機関、ボランティア、ＮＰＯなどとの協働により実践していきます。
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第２次飯豊町地域福祉活動計画【概要版】
　「地域福祉活動計画」は、法律により義務化されたものではありませんが、行政で策定される「地域
福祉計画」を計画的、効率的に推進していくために、住民や民間福祉団体で策定される「地域福祉活動
計画」の役割が重要といわれております。社会福祉協議会として向こう５年間における重点施策を明確
に定め、マンネリ化を打破し、現状維持に満足することなく向上心を助長する地域福祉活動計画を描く
ことが組織としての方針となります。
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「福祉の里めざみ」を安心してご利用いただくための
新型コロナウイルス感染予防対策について 

〇送迎時、乗車前に職員が利用者さまの検温を行います。体温が 37.5℃以上または平熱より 1℃以上
高い・強い倦怠感・体調不良・風邪症状等がある場合はご利用を控えていただいております。
〇車内ではフェイスシールドを装着していただきます。施設到着後はうがい、手洗い、手指消毒をし
てから席へ移動していただきます。
〇マスクの着用をお願いいたします。また、ご家族さまの健康状態や県外の方との接触状況等につい
て把握いただき、心配な点がありましたらご連絡いただければ幸いです。

【職　員】
〇出勤前に自宅にて検温を実施し、37.5℃以上の場合は出勤停止としています。
〇出勤後や、訪問等で外出から戻った際は速やかにうがい及び手指消毒を行っています。
〇 3密を避けられない所へ参加せざるを得ない場合は管理者に申し出て指示を仰ぎ、首都圏など感染
者確認エリアへの出張等を自粛しています。

【施　設】
〇更衣室、トイレ、ドアノブ等の消毒をこまめに行っています。
〇利用者さまの席は間隔を開け、テーブルに透明なパーテーションを設置して飛沫対策をしています。
〇室内の温度や湿度を調整しながら常に換気をしています。
〇密接を避けながらも楽しんでいただけるレクリエーションを計画しています。
〇利用者さまへの面会はご遠慮いただいておりますが、事務局へ相談等で来所された場合には、手指
消毒と検温を行い、来訪者記録簿に記入いただきます。

利用者さま（家族）へお願いしていること

職員（施設）の予防対策

　　新型コロナウイルス感染症に気をつけて

サロンや通いの場に参加するための留意点
「３つの密（密閉、密集、密接）」を避け、

「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、「手洗い」を心がけましょう

令和２年７月31日現在
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一人で悩むのは止めませんか…
暮らしの安心一緒に考えサポートします！

生活 のこと
・誰にも相談できない悩みがある
・何から解決していいかわからない　　
・家族のことで悩んいでいる…

お金 のこと
・家計のやりくりがうまくいかない
・家賃が支払えない
・税金や保険料が滞納している
・借金が重なり生活がキツイ

仕事 のこと
・病気で仕事を辞めるしかない
・次の仕事が決まるまでどう
　やって生活するかわからない
　　・仕事が見つからない

さまざまな課題を抱えて困っている方は…
⬇

まずは、電話72－3353☎ ▶月曜～金曜（土日祝日は除く）
▶午前８時30分～午後５時15分

❶困りごとをお聞きします。

❷整理した課題の解決方法を一緒に考えます。

❸関係機関と連携して、解決に向けた支援を行います。

～支援員が状況をお伺いし、生活課題を整理します～

～あなたに適した、課題解決プランを一緒に作成します～

～プランに基づき、あなたに寄り添い、継続的に支援します～

連携先 /関係機関 ・飯豊町役場（健康福祉課・地域整備課・税務会計課・教育文化課等）　・ハローワーク
・障害者相談支援事業所    ・地域包括支援センター　・シルバー人材センター　等

西置賜地域生活自立支援サブセンター
   飯豊町社会福祉協議会内
    iideshakyo@poem.ocn.ne.jp

相談
窓口

場所 相談無料
秘密厳守
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